








「 『大学は出たけれど』と言うあの映画の通りじゃ、大学を出ても職は無いし、今やって家で飯を食わしてやって寝かしてやっとる。高松でアパートでも借りて、そこから仕事に行ってみいー それを東京に行って、食う物食って、着る物着 、授業料払って、どなんして生活して行くんじゃー、それも昼の大学に行ってー」 。父親代わりの長兄善則（元高松一高教員）に進学 打ち明けたのは二一歳も過ぎていた昭和三四年早春の頃であった。大学の内容のことは全く知らず、同郷の二期生横井孝
義先輩（高校時代同窓で陸上部）から「小田、お前であったらやれんことはない 来ん 」と誘われた 彼
は豪徳寺の近くにある「勝光院」に住込みで働き、境内の草抜きや掃除、忙しい時には住職さんに同行して檀家も廻って手伝っていた。その話も伺ってから二年も経っていた。経済的支援が無 とも一生懸命働いて何とか生活費や学費を工面し、七、 八年は覚悟の上で悲壮な気持ちで上京した。青雲の志にはほど遠く無謀そ ものであったかも知れない。
全寮制で四月九日正気寮（現一〇号館北西側）二号室












大臣とある。二九日は天皇誕生日で祝日、緊張の連続であった。寮生は午前五時に起床して、柔道か剣道のどちらかを選択して朝稽古に参加することが義務づけられていた。事前にどちらにするか先輩より聞かれ 「君は高校時代何をや ていたのか」と聞かれ、 「陸上競技です」と答えると、 「そうか陸上か、陸上なら真っすぐに走るだろう。柔道な ガニ股になるぞ」と言われ、その先輩の一言で剣道を選択した。慌ただしい不安と緊張が一杯の寮生活がはじまったので る。
一〇月末頃になると箱根駅伝出場のため、長距離陣が















見せなさい」 。両手を差し出すと「君は奇麗に爪を切っている。食べ物を扱う人は清潔でな らいけない」と言われ運よく採用される。この時家庭の事情により学業続行が困難と った剣道部の鈴木重信（福島）と、舘長愛馬の世話係荒井隆（新潟）と時習寮七号室 なる。
この出会いが生涯の心友となる。九月一七日から働き
始めた。最初の仕事は「米磨ぎ」と「釜洗い」が主であり、慣れるにしたがっ 「飯炊き」に進んだ。五つの釜




学生が入寮し大変混雑した。午前三時三○分起床 いつもの米磨ぎの仕事から始まる。料理長の三田喜造さん（北多磨） 、加茂和夫さん（世田谷区北沢町） 、長谷さん、私と同じ境遇の同期鈴木重信（福島） これまた苦学生で二年生 阿野廣（香川）が新しく加わった。
一釜で九升炊け、六○人分、五釜全部使って三○○人


























く、塩と砂糖で少々味を付けておき、豆腐の絞ったのを入れてよくかき廻す。火は弱火でよく炊き付ける」と記述されていた。しかし、新年始まりの七日に、山口栄養士さんが退職され、食堂専任の加茂さん、長谷さんも退職する。小田、鈴木、阿野の三人が主力となる。食堂バイトのメンバーに四年生小田・鈴木、三年生に阿野・上野勝（福岡） ・野中覚、二年生に林正（北海道） ・松崎弘史（香川） 、一年生に川西和夫（高知） ・粥川昭弘（北海道） ・田 直彦（兵庫） ・越坂入久などでした。六月頃になると地元母校での教育実習、教員採用試験（香川 神戸市）や二次面接試験などで度々食堂を離 ることが多かった。
ある日、越坂君が私と鈴木さんの靴を奇麗に磨いてく
れていた。食堂でも実によく働く後輩 「お土産 買って帰るから」と言うと、 「お土産よりも採用試験に合格して下さい」と言うのでますます感服した。
創立記念講演が終わり 学生監の小熊康之先生より




















教えてくれた母は「俊夫が卒業するまで生きとらんかもわからん」と言って嘆いていたが 八八歳の米寿ま 生き延び天寿を全 うした。仏壇の前で父親代わりの兄に言われた「食う物食って、着る物着て、授業料払って四年で」無事に卒業でき兄に報告する 、 「お前は一人じゃけん出来たんだ」と言われたが、知人には自慢の末弟と吹聴していたようでした。そ にしても、必死 初志貫徹を貫き通し頑張った。その原点は一体何であったのか。
創立者柴田德次郎先生のお教えと感化の賜物であっ
た。大学の先生や多くの同窓など 助けられ励まされ成し遂げることが出来た。大 な夢が実現したが、自分だ





































今年初め頃症状が悪化する。心配して後輩の川西和夫氏（須崎市）が駆けつけて来る。二月頃には同期の下城重喜氏（大分）が訪ねて来るから と言って直接本人から連絡を受けご自宅にうかがう。その日午後九時三○分頃までお邪魔しました。別れ際に「今度会う時 は全快祝いをするぞ」と言って別れる。下城さんは阿野さん宅で起居を伴に一泊した。四月突然の悲報を聞き唖然とする。生前には「財産 残すより人材を残さないかん」と言っていた言葉が強く印象に残りました
労苦を共にして来た学生時代だけに誠に無念です。在
学中には食堂でのアルバイトで自立して働き、誠実で責任感が強く、実行力を思う存分発揮され
忘れないある日の出来ごと。就寝中に停電があり、私
と鈴木さんが寝過ごして遅刻、慌て食堂に駆けつ ると、ローソクの明かりの中で、阿野さん一人が黙々と働
国士舘史研究年報 2015　楓厡
124
いていて、すでに二釜には火が付いていた。
古希を迎えた七○歳の時、マスターズの陸上競技を始
める。龍馬競技場で開催された四国マスターズ大会に出場の折り川西氏の別荘 一泊。九月下旬の全日本マスターズ宮崎大会では、土屋雅雄氏宅で卒業以来の旧交を温めた。
翌日、鹿児島中央駅近くのホテルで村山信一氏と四五
年振りに再会する。共に寮生活を過ごした同窓 あり、懐かしく楽しい旅行であった。
人生の無情感と喪失感だけが残った。別れの日、白い菊の花一輪を捧げる。在りし日のお姿
を偲び謹んで心よりご冥福をお祈り致します。安らかにお眠り下さい。
　
合掌
